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森林管理、とくにそれに関わる取引をする者の聞の社会関係のあり方については、 Williamson (1975; 




















































































ついて RCT の立場から理論的に示した。つづいて、 TCE に依拠して、 Hl 森林所有者と事業体との
社会関係が強いほど、契約時の不確実性が減少し、森林所有者は伐採や保育を行う傾向がある、 H2:
森林所有者同士の社会関係が多ければ、事業体についての評判が流通することで事業体に関する不確実
性が減少するため、森林所有者は伐採や保育を行う傾向がある、という 2 つの仮説を構築したO また、
























































































































最終章の第 5 章では、第 2 章から第 4 章までの知見をとりまとめ、社会関係と森林管理行動との一般
的な関連について考察した。とりわけ重要なのは、「正または負の外部性を有するような非排除的な森林
の機能の発揮が問題となる場合には、強い、そして閉じた社会関係の影響が大きい」という知見である。
本論文は、社会問題にもなっている森林の適切な管理行動について理論的にも実証的にも重要な知見
を提示したものであり、斯学の発展に寄与すること大である。よって、本論文の提出者は博士(文学)
の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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